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（
登
録
の
取
消
し
等
）

第
十
一
条
の
二
十
二

内
閣
総
理
大
臣
は
、
登
録
試
験
機
関
が
第
十
一
条
の
十
第
一
号
又
は
第
三
号
に
該
当
す
る
に

至
っ
た
と
き
は
、
そ
の
登
録
を
取
り
消
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

内
閣
総
理
大
臣
は
、
登
録
試
験
機
関
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、そ
の
登
録
を
取
り
消
し
、

又
は
期
間
を
定
め
て
試
験
業
務
の
全
部
若
し
く
は
一
部
の
停
止
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

第
十
一
条
の
十
四
、
第
十
一
条
の
十
六
、
第
十
一
条
の
十
七
第
一
項
又
は
次
条
の
規
定
に
違
反
し
た
と
き
。

二

第
十
一
条
の
十
五
第
一
項
の
認
可
を
受
け
た
試
験
業
務
規
程
に
よ
ら
な
い
で
試
験
業
務
を
行
っ
た
と
き
。

三

第
十
一
条
の
十
五
第
三
項
、第
十
一
条
の
十
八
第
二
項
又
は
前
二
条
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
違
反
し
た
と
き
。

四

正
当
な
理
由
が
な
い
の
に
第
十
一
条
の
十
七
第
二
項
各
号
の
規
定
に
よ
る
請
求
を
拒
ん
だ
と
き
。

五

不
正
の
手
段
に
よ
り
登
録
を
受
け
た
と
き
。

（
帳
簿
の
記
載
）

第
十
一
条
の
二
十
三

登
録
試
験
機
関
は
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
帳
簿
を
備
え
、
試
験
業
務
に
関

し
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項
を
記
載
し
、
こ
れ
を
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
報
告
、
立
入
調
査
等
）

第
十
一
条
の
二
十
四

内
閣
総
理
大
臣
は
、
試
験
業
務
の
適
正
な
実
施
を
確
保
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と

き
は
、
登
録
試
験
機
関
に
対
し
、
試
験
業
務
の
状
況
に
関
し
必
要
な
報
告
を
求
め
、
又
は
そ
の
職
員
に
、
当
該
登

録
試
験
機
関
の
事
務
所
に
立
ち
入
り
、
試
験
業
務
の
状
況
若
し
く
は
設
備
、
帳
簿
、
書
類
そ
の
他
の
物
件
に
関
し

必
要
な
調
査
若
し
く
は
質
問
を
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
職
員
が
立
ち
入
る
と
き
は
、
そ
の
身
分
を
示
す
証
明
書
を
携
帯
し
、
関
係
者
の
請
求
が
あ

る
と
き
は
、
こ
れ
を
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
権
限
は
、
犯
罪
捜
査
の
た
め
に
認
め
ら
れ
た
も
の
と
解
し
て
は
な
ら
な
い
。

（
内
閣
総
理
大
臣
に
よ
る
試
験
業
務
の
実
施
）

第
十
一
条
の
二
十
五

内
閣
総
理
大
臣
は
、
登
録
を
し
た
と
き
は
、
試
験
業
務
を
行
わ
な
い
も
の
と
す
る
。

２

内
閣
総
理
大
臣
は
、
登
録
を
受
け
た
者
が
い
な
い
と
き
、
第
十
一
条
の
十
六
の
規
定
に
よ
る
試
験
業
務
の
全
部

又
は
一
部
の
休
止
又
は
廃
止
の
許
可
を
し
た
と
き
、
第
十
一
条
の
二
十
二
の
規
定
に
よ
り
登
録
を
取
り
消
し
、
又

は
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
登
録
試
験
機
関
に
対
し
試
験
業
務
の
全
部
若
し
く
は
一
部
の
停
止
を
命
じ
た
と

き
、
登
録
試
験
機
関
が
天
災
そ
の
他
の
事
由
に
よ
り
試
験
業
務
の
全
部
又
は
一
部
を
実
施
す
る
こ
と
が
困
難
と

な
っ
た
と
き
、
そ
の
他
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
試
験
業
務
の
全
部
又
は
一
部
を
自
ら
行
う
こ
と
が
で
き

る
。

３

内
閣
総
理
大
臣
が
前
項
の
規
定
に
よ
り
試
験
業
務
の
全
部
又
は
一
部
を
自
ら
行
う
場
合
に
お
け
る
試
験
業
務
の

引
継
ぎ
そ
の
他
の
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
は
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
。

（
公
示
）

第
十
一
条
の
二
十
六

内
閣
総
理
大
臣
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
そ
の
旨
を
官
報
に
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

一

登
録
を
し
た
と
き
。

二

第
十
一
条
の
十
四
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
あ
っ
た
と
き
。

三

第
十
一
条
の
十
六
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
し
た
と
き
。

四

第
十
一
条
の
二
十
二
の
規
定
に
よ
り
登
録
を
取
り
消
し
、
又
は
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
登
録
試
験
機
関

に
対
し
試
験
業
務
の
全
部
若
し
く
は
一
部
の
停
止
を
命
じ
た
と
き
。

五

前
条
の
規
定
に
よ
り
内
閣
総
理
大
臣
が
試
験
業
務
の
全
部
若
し
く
は
一
部
を
自
ら
行
う
こ
と
と
す
る
と
き
、

又
は
自
ら
行
っ
て
い
た
試
験
業
務
の
全
部
若
し
く
は
一
部
を
行
わ
な
い
こ
と
と
す
る
と
き
。

第
十
二
条
第
四
項
中
「
代
え
て
、」の
下
に
「
全
国
消
費
生
活
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
（
行
政
機
関
の
長
、

地
方
公
共
団
体
の
機
関
、
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
そ
の
他
内
閣
府
令
で
定
め
る
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
を
相
互

に
電
気
通
信
回
線
で
接
続
し
た
電
子
情
報
処
理
組
織
で
あ
っ
て
、
消
費
生
活
に
関
す
る
情
報
を
蓄
積
し
、
及
び
利
用

す
る
た
め
に
、内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
が
設
置
し
、及
び
管
理
す
る
も
の
を
い
う
。）

へ
の
入
力
そ
の
他
」
を
加
え
、「（
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
そ
の
他
の
情
報
通
信
の
技
術
を
利
用
す
る

方
法
を
い
う
。）」
を
削
り
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

５

国
及
び
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
は
、
地
方
公
共
団
体
に
対
し
、
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
の
円
滑

か
つ
確
実
な
実
施
に
関
し
、
助
言
そ
の
他
の
必
要
な
援
助
を
行
う
も
の
と
す
る
。

第
二
十
五
条
第
三
項
中「（
明
治
四
十
年
法
律
第
四
十
五
号
）」を
削
る
。

第
四
十
五
条
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２

第
十
一
条
の
二
十
四
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
の
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
四
十
五
条
第
三
項
を
削
る
。

第
五
十
二
条
を
削
り
、
第
五
十
一
条
を
第
五
十
二
条
と
し
、
第
五
十
条
を
第
五
十
一
条
と
す
る
。

第
七
章
中
第
四
十
九
条
を
第
五
十
条
と
し
、
第
四
十
八
条
を
第
四
十
九
条
と
し
、
第
四
十
七
条
を
第
四
十
八
条
と

す
る
。

第
四
十
六
条
中
「
前
条
第
一
項
」
を
「
第
四
十
五
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
四
十
七
条
と
し
、
第
七
章
中

同
条
の
前
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
財
政
上
の
措
置
等
）

第
四
十
六
条

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
消
費
者
安
全
の
確
保
に
関
す
る
施
策
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
財
政

上
の
措
置
そ
の
他
の
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
五
十
三
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
五
十
三
条

第
八
条
第
四
項
、
第
八
条
の
二
第
三
項
、
第
十
一
条
の
五
、
第
十
一
条
の
十
九
第
一
項
又
は
第
二
十

五
条
第
二
項
の
規
定
に
違
反
し
て
秘
密
を
漏
ら
し
た
者
は
、
一
年
以
下
の
懲
役
又
は
五
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処

す
る
。

２

第
十
一
条
の
二
十
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
試
験
業
務
の
停
止
の
命
令
に
違
反
し
た
と
き
は
、
そ
の
違
反
行
為

を
し
た
登
録
試
験
機
関
の
役
員
又
は
職
員
は
、
一
年
以
下
の
懲
役
又
は
五
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

第
五
十
五
条
第
一
号
中
「
第
五
十
条
及
び
第
五
十
一
条
」
を
「
第
五
十
一
条
及
び
第
五
十
二
条
」
に
改
め
、
同
条

第
二
号
中
「
前
二
条
」
を
「
第
五
十
三
条
第
二
項
及
び
前
二
条
」
に
改
め
、
同
条
を
第
五
十
六
条
と
す
る
。

第
五
十
四
条
を
第
五
十
五
条
と
し
、
第
五
十
三
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
五
十
四
条

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
違
反
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
違
反
行
為
を
し
た
登
録

試
験
機
関
の
役
員
又
は
職
員
は
、
五
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

一

第
十
一
条
の
十
六
の
許
可
を
受
け
な
い
で
試
験
業
務
の
全
部
を
廃
止
し
た
と
き
。

二

第
十
一
条
の
二
十
三
の
規
定
に
違
反
し
て
帳
簿
を
備
え
ず
、
帳
簿
に
記
載
せ
ず
、
若
し
く
は
帳
簿
に
虚
偽
の

記
載
を
し
、
又
は
帳
簿
を
保
存
し
な
か
っ
た
と
き
。

三

第
十
一
条
の
二
十
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
報
告
を
し
、
又
は
同
項
の
規

定
に
よ
る
立
入
り
若
し
く
は
調
査
を
拒
み
、
妨
げ
、
若
し
く
は
忌
避
し
、
若
し
く
は
質
問
に
対
し
て
答
弁
を
せ

ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
答
弁
を
し
た
と
き
。

２

第
四
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
報
告
を
し
、
又
は
同
項
の
規
定
に
よ
る

立
入
り
、
調
査
若
し
く
は
集
取
を
拒
み
、
妨
げ
、
若
し
く
は
忌
避
し
、
若
し
く
は
質
問
に
対
し
て
答
弁
を
せ
ず
、

若
し
く
は
虚
偽
の
答
弁
を
し
た
者
は
、
五
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

本
則
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
五
十
七
条

第
十
一
条
の
十
七
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
て
財
務
諸
表
等
を
備
え
て
置
か
ず
、
財
務
諸
表
等
に
記

載
す
べ
き
事
項
を
記
載
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
記
載
を
し
、
又
は
正
当
な
理
由
が
な
い
の
に
同
条
第
二
項
各
号

の
規
定
に
よ
る
請
求
を
拒
ん
だ
者
は
、
二
十
万
円
以
下
の
過
料
に
処
す
る
。

（
独
立
行
政
法
人
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
法
の
一
部
改
正
）

第
三
条

独
立
行
政
法
人
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

第
九
条
の
見
出
し
中
「
地
位
」
を
「
服
務
等
」
に
改
め
、
同
条
を
同
条
第
二
項
と
し
、
同
条
に
第
一
項
と
し
て
次

の
一
項
を
加
え
る
。

セ
ン
タ
ー
の
役
員
及
び
職
員
は
、
そ
の
職
務
上
知
る
こ
と
が
で
き
た
秘
密
を
漏
ら
し
、
又
は
盗
用
し
て
は
な
ら

な
い
。
こ
れ
ら
の
者
が
そ
の
職
を
退
い
た
後
も
、
同
様
と
す
る
。

第
四
十
七
条
中
「
第
十
五
条
第
一
項
」
を
「
第
九
条
第
一
項
又
は
第
十
五
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

˜šœ


		2014-06-12T15:18:24+0900
	C=JP, O=National Printing Bureau, CN=Vice President
	国立印刷局
	（なし）




